
はじめに

中国では明清期に全国市場が形成され，市場経済が相当程度浸透していたとされる．明代以

２０世紀初頭における棉花市場の変動と沙市産棉地帯の対応
－－黄金期（１９１９－１９２１年）を中心に－－

瀬戸林 政孝＊

要 旨

本稿の課題は，中国紡績業が急激に拡大した黄金期（１９１９－２１年）と呼ばれる時
期に，棉花生産地でどのような変化が生じていたのかを検討することである．先行
研究では，中国産長繊維棉花（米国種棉花）の生産が拡大し始めたのは，中国紡績
業で細糸生産が始まる１９２０年代以降であることが指摘されてきた．
しかし，拙稿で明らかにしたように，１９１０年代には揚子江中流域や華北の産棉地
帯における米国種棉花の生産は，日本紡績業の高番手化とともに一定程度拡大して
いた．特に，本稿で対象とする湖北省沙市の産棉地帯では，１９１０年代中葉に生産さ
れた棉花の５０％以上が米国種棉花であった．このように米国種棉花の生産を進展さ
せた要因は，日本商社が産地買付を開始したこと，米国種棉花の担当たり価格が在
来種棉花を上回ったことであった．
１９１０年代末まで，沙市産棉地帯の米国種棉花生産は進展していたが，黄金期に産
棉地帯を取り巻く状況は大きく変わった．国内紡績業の急激な拡大とともに原料需
要が急激に拡大したため，国内向けの棉花需要が増大したのであった．さらに，黄
金期に生産された綿糸の多くは，太糸であったため，国内市場では米国種棉花では
なく在来種棉花が求められた．
日本商社は産地買付を行わなくなり，さらに，需要の拡大した在来種棉花の価格
が米国種棉花を上回ったため，産棉地帯では米国種棉花の生産は衰退した．しかし
ながら，黄金期が終わると二つの条件は再度生じ，米国種棉花が再び進展し始めた．
それぞれの時期で市場が求める棉花の種類に対応して棉花生産が展開していたこ
とは，市場の変動に対して小農が柔軟に作付転換を行っていたことを示しているの
である．
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降，江南地域における棉業や絹業等の商品生産の展開によって商品経済が発達し，商品の移出

を通じて全国に普及した．各地域は比較優位のある商品作物，米穀等の食料農産物や手工業品

の生産を通じて市場に参入し，全国規模での地域間分業が形成されていた．特に棉花は江南，

揚子江中流域，華北等で生産の拡大した最も重要な商品作物であった．

こうした商品作物等の生産の担い手が，中国小農であった．中国では小農社会は明代に成立

したとされる１）．小農の農業経営では，小農が独立した経営主体として作付する農産物を選択

し，もし，作付した農産物に比較優位がなくなれば，即座に，他の農産物に作付けを転換した．

では，２０世紀初頭に，東アジアの紡績業の進展とともに棉花市場が変動する中で，中国小農

はどのように作付けを転換したのであろうか．

１９世紀末に勃興した日本・上海紡績業は，１８９０年代以降，短繊維棉花を原料とする太糸生産

に加えて長繊維棉花を用いた細糸生産を開始し，東アジア棉花市場では短繊維棉花とともに長

繊維棉花需要が生じていた．拙稿で明らかにしたように，こうした市場の変動に対して，中国

の産棉地帯では，長繊維の米国種棉花生産が進展し２），１９１０年代中葉には，輸出棉花に占める

米国種棉花の割合は，漢口で約５０％，天津で約２５％に達していた３）．

先行研究によれば，米国種棉花生産は，１９２０年代以降国内市場向けに展開し，拡大していた

ことが指摘されている４）．しかしながら，黄金期における棉花生産の展開は必ずしも明らかに

なっているとはいえない．

１９１０年代までに米国種棉花生産が進展した要因は，小農の対応という内的要因を別にすれば，

日本商社が産地買付を開始したこと，米国種棉花の担当たり価格が在来種棉花を上回ったこと

であり，これが，小農が米国種棉花に作付けを転換するための必要条件であった．しかしなが

ら，１９１９年以降，中国紡績業が黄金期と呼ばれる急激な拡大期を迎えると，各産棉地帯を取り

巻く状況は大きく変わっていた．

そこで，黄金期（１９１９－２１）という特殊な状況の中で，二つの条件がどのように変容し，棉

花生産がどのように展開したのかを湖北省西部に位置する沙市産棉地帯に焦点をあてて検討し

たい．

沙市は，清代以降，棉花の主要な集散地となり，沙市周辺の産棉地帯は沙市市場の変動に対

応しながら棉花生産とともに綿布生産を展開していた．沙市は棉花とともに土布を揚子江流域

の各地域へ供給する基地となり，１９世紀末には，華西のマンチェスターと称されるほどまでに

成長し，２０世紀初頭には，沙市産棉地帯で生産された棉花もまた紡績業向けに供給されるよう

になり，沙市産棉地帯は中国の典型的な産棉地帯の一つであった．

以上を踏まえて，第１節では，日本市場と中国国内市場の変動と両市場への棉花供給地であっ

た漢口市場の変化を考察し，黄金期の沙市産棉地帯に求められた棉花の質を検討する．第２節

では，黄金期の沙市市場における棉花取引を考察し，沙市産棉地帯の米国種棉花生産の変容を

検討する．
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第１節 沙市産棉地帯の棉花生産を取巻く棉花市場の変動

（１）日本紡績業と国内紡績業の発展と原料棉花

中国では，明代以降，副業としての手織りによる土布の生産が各地域に伝播しながら展開し，

華中の江南，揚子江中上流域の沿岸部，華北の直隷省に広大な産棉地帯が形成された．産棉地

帯の中には衰退した地域もあったが，多くは１９世紀末まで土布の原料供給地として維持，拡大

を続けていた．こうした中，１９世紀末に東アジアでは近代紡績業が勃興した．１８８０年代に大阪

で，１８９０年代に上海で，紡績工場が建設され，主にアジア産の短繊維棉花を用いた綿糸生産が

開始された．紡績業の進展とともに，上記の地域で生産された棉花の多くは土布の原料から機

械製綿糸の原料に転じ，特に揚子江中上流域産の産棉地帯は，日本・上海紡績業との関係を強

めていくこととなった．

①日本紡績業の質的発展と原料棉花

１８８０年代を通じて量的発展した日本紡績業は早くも１８９０年代には２０番手綿糸の生産を開始し，

それ以降高番手化を進展させた．表１は日本紡績業における各番手の綿糸生産量を示したもの

である．綿糸生産量の大部分を占めていた１６番手綿糸と２０番手綿糸に顕著な分岐が見られ

る．１９１６年までは共に拡大傾向にあったが，１６番手は１９１６年をピークに減少傾向に転じたのに

対し，２０番手は拡大傾向を示していた．小幅な増減はあるものの，２０番手綿糸と同様に増加傾

向にあったのが，３０～８０番手の綿糸である．一方，１０番手と１４番手は緩やかに拡大しながら

出所：鉄道省運輸局『綿糸，棉花，麻，苧類ニ関スル調査』１９２７年，２９－３０頁．

年 １０番 １４番 １６番 ２０番 ３０番 ３２番 ４０番 ４２番 ６０番 ８０番 その他 総計

１９１２ ６０ １２７ ３６９ ３６８ ３９ ４７ ２４ ５１ １９ １２ ２３７ １，３５２

１９１３ ６０ １３８ ４１９ ４０４ ４３ ５６ ２７ ５７ １９ １２ ２８３ １，５１８

１９１４ １０１ １５９ ４１４ ４７５ ４７ ５２ ２３ ７０ １８ ９ ２９９ １，６６６

１９１５ １２１ １５３ ４２０ ４７５ ５５ ５７ ３５ ７７ １６ ９ ３０２ １，７２０

１９１６ １２５ １５０ ４４５ ５３４ ６４ ６５ ６２ ９４ １９ １０ ３５８ １，９２６

１９１７ １２６ １５２ ３９０ ５６５ ７３ ６３ ６１ １０６ １９ １３ ３５７ １，９２４

１９１８ １０３ １４２ ２７２ ５４７ ８０ ７５ ９３ ８６ ２３ １２ ３７０ １，８０４

１９１９ １３６ １５４ ２５７ ５７６ １０８ ８０ ９６ １０２ ２２ １３ ３７８ １，９２１

１９２０ １４２ １５０ ２５３ ５２５ ９６ ７５ ８４ ９２ １７ １０ ３７２ １，８１７

１９２１ １５８ １７３ ２９８ ４３４ ７７ ５６ ７７ ７６ ２０ １２ ３８２ １，７６１

１９２２ １５１ １５３ ３００ ７８７ ９５ ８８ ９６ １１９ ２４ １６ ３９９ ２，２２８

１９２３ １６０ １６６ ２７３ ７１７ ９８ ８０ １０９ １１４ ２３ １８ ４１２ ２，１７１

１９２４ １４２ １４９ ２３３ ６６１ １０１ ８０ １３９ １２５ ２５ ２２ ３９５ ２，０７３

１９２５ １２２ ７２ ２５８ ７１２ １１１ ６９ １６５ １７０ ３０ １９ ６０８ ２，３３７

表１ 日本紡績業における各番手の綿糸生産量 （単位＝千梱）
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も，１９２０年代初頭には横ばい状態，もしくは減少に転じていた．日本紡績業では１９１０年代中葉

以降，２０番手以上の綿糸生産は増加傾向，１６番手以下の綿糸生産は相対的に衰退傾向にあった

といえる．

こうした二つの傾向は，輸入される棉花の質に影響を与えた．なぜなら，アジアの在来種棉

花は１６番手までの綿糸生産に適した棉花であったのに対し，２０番手以上の綿糸生産には長繊維

棉花を混入する必要があったからである．表２は日本の各国別棉花輸入を示したものである．

高番手化の進展に伴い，長繊維棉花であるアメリカ棉花の輸入が増大しているのが特徴的であ

る．この点に加えて，いくつかの重要な変化について指摘したい．

第１に，１９１８年のインド棉花の減少と中国棉花の増加である．これはインドと中国の在来種

棉花における代替関係を示していると思われ，そのため，インド棉花の輸入の減少は，１９１８年

の中国における日本向けの在来種棉花需要を拡大させたことを示唆している．第２に，１９１９－

１９２１年のアメリカ棉花輸入量の増加である．この期間の輸入量は３００万担を越え，その期間の

前後とは異なる傾向を示していた．第３に，黄金期（１９１９－２１年）における中国棉花輸入量の

減少とインド棉花輸入量の増大である．

黄金期におけるアメリカ棉花とインド棉花輸入量の増大は，第一次大戦以後の「世界的不況」

の影響を受けた両棉花価格の下落に起因していた５）．インド棉花は１９１９年後半から暴落を開始

し，１９２０年にはいると銀高要因も加わって中国棉花に比べて割安感が強まった６）．また，アメ

出所：横浜市編『横浜市史 資料編二 日本貿易統計（増訂版）１８６８～１９４５ 統計編』有隣堂，１９５８年，２６３
～２６６頁より作成．

年 総輸入量
中国 インド アメリカ

輸入量 割 合 輸入量 割 合 輸入量 割 合

１９１２ ６，０７６，７３０ ６５７，６４４ １０．８０％ ３，１９９，２２４ ５２．６０％ １，８７２，２３７ ３０．８０％

１３ ６，７０２，１８１ ５７５，２４８ ８．６０％ ４，００４，４５８ ５９．７０％ １，７２０，０８２ ２５．７０％

１４ ６，２００，７９１ ４１６，９０１ ６．７０％ ４，１４２，６６７ ６６．８０％ １，３６９，６２５ ２２．１０％

１５ ７，２９２，０４１ ５９１，９３２ ８．１０％ ４，８９６，７８２ ６７．２０％ １，６１４，６６１ ２２．１０％

１６ ８，３６３，３３９ ６５９，７５８ ７．９０％ ５，１３３，００５ ６１．４０％ ２，２０６，２３１ ２６．４０％

１７ ７，０４７，６０２ ６４３，４６７ ９．１０％ ４，４９５，１４０ ６３．８０％ １，７０４，９７２ ２４．２０％

１８ ６，８２５，６５４ １，２３１，００１ １８．０３％ ２，９０３，２０１ ４２．５３％ ２，５０９，５３０ ３６．７７％

１９ ７，９１９，３９８ ９９３，６３６ １２．５５％ ３，５７４，７３１ ４５．１４％ ３，１１３，９１１ ３９．３２％

２０ ７，８３８，９５７ ２０３，４７７ ２．６０％ ４，１９４，８３６ ５３．５１％ ３，２７３，４６１ ４１．７６％

２１ ８，７５７，８１６ ５６０，４８４ ６．４０％ ４，４０６，７１７ ５０．３２％ ３，４８６，１４３ ３９．８１％

２２ ８，７１０，５６９ ６３３，４２８ ７．２７％ ４，９４４，４３７ ５６．７６％ ２，８９８，８３４ ３３．２８％

２３ ８，８４６，２０１ ７５９，３３８ ８．５８％ ５，１４５，３０６ ５８．１６％ ２，５２４，７２３ ２８．５４％

２４ ８，１２３，６７６ １，００７，６０５ １２．４０％ ４，５３８，９８８ ５５．８７％ ２，３７０，４８１ ２９．１８％

２５ １０，９４２，０４８ ６９０，４４９ ６．３１％ ６，１５４，４７５ ５６．２５％ ３，７９９，５０４ ３４．７２％

表２ 日本の各国別棉花輸入量と割合 （単位＝担）
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リカ棉花価格は１９１８年末から崩落を開始し，アメリカ棉花と中国棉花の価格差は急速に縮小し

ていた７）．１９２０年前後のアメリカ・インド棉花価格の下落は，後述する１９２０年前後の中国産棉

花の不作とともに中国棉花の日本向け輸出の減少要因となったのである．

②中国紡績業の量的発展と原料棉花

１８９０年における上海紡績業の勃興以来，中国国内向けの棉花需要も生じていたが，原料棉花

の多くは江南の産棉地帯から調達されていた．１９１０年代には上海を中心に紡績工場の建設ラッ

シュが見られ，特に黄金期の紡績業の発展は目覚しく，上海紡績業の紡錘数は１９１９年の８８．８万

錘から１９２２年の１７５万錘へと急増していた．一方，揚子江中流域でも紡績工場が建設され，湖

北省の紡錘数は１９１９年の９万錘から１９２２年の２４．９万錘に増加し，湖南省でも黄金期に紡績業が

勃興し，１９２２年の紡錘数は４万錘であった８）．

このように１９１０年代以降揚子江沿岸の各地域で，紡績業の量的発展が見られたが，多くの工

場では日本紡績業で見られたような高番手化は生じなかった．最も進展していた上海紡績業で

さえ，１９１３年の綿糸生産量の約９０％以上を１６番手以下の綿糸が占め，黄金期直前の１９１７年でも

綿糸生産量の８０％以上が１６番手以下の綿糸であった９）．黄金期には一定程度高番手化が進展す

るが，主要な生産綿糸は１６番手以下の綿糸であり，湖北省や湖南省の紡績工場でも１０），１６番手

以下の綿糸が綿糸生産量の９０％以上を占めていた１１）．

そのため，この時期の揚子江流域に建設された紡績工場の原料棉花のほとんどは長繊維棉花

ではなく短繊維棉花であった．高番手化の進展した上海の一部の紡績工場では，２０番手以上の

綿糸の原料として輸入アメリカ棉花や陝西棉等の国内産長繊維棉花が消費されていたが，紡績

工場の多くで用いられた棉花は在来種棉花であった．黄金期における上海紡績業の量的拡大は，

原料棉花需要を急激に増大させ，江南に加えて，揚子江中流域からの原料供給を拡大させた．

一方，湖北省や湖南省の紡績工場は原料棉花を現地調達し，特に揚子江沿岸の産棉地帯で生産

される棉花に依存していた．湖北省の紡績工場では，１９２１年に１６万５千担，１９２２年には１５万担

の棉花が消費され１２），ほとんどは湖北省内から調達された．

以上，日本市場は黄金期直前には中国棉花需要を一時的に増大させたが，インド・アメリカ

棉の割安感が高まると急速に需要を減退させていた．一方，国内市場は紡績業の量的発展とと

もに短繊維種の在来種棉花の需要を増大させていた．こうした両棉花市場の変動が棉花集散地

にどのような影響を与えていたのかを明らかにするために，次項では両市場への棉花供給地で

あった漢口市場の棉花価格を考察していく．

（２）漢口市場と棉花価格

明清期以来，漢口は揚子江中上流域最大の棉花集散地であった．１９１０年代に漢口に集荷され

た棉花は，①日本市場向け，②四川省等の国内市場向け，③武昌の紡績業向けに輸移出され，１９１５
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年には漢口輸出棉花の５０％以上が米国種棉花であった．各市場で消費された棉花の質に注目す

ると，①は米国種棉花（陝西棉・老河口棉・沙市棉）と在来種棉花，②は在来種棉花（裡河棉），

③は良質な在来種棉花（家郷棉）であった．括弧内の棉花は代表的な棉花の商標を示したもの

である．

陝西棉は中国で最も良質な棉花とされ，長繊維の米国種棉花であった．老河口棉と沙市棉は

在来種棉花と米国種棉花の両方を含み，時期によって在来種と米国種のシェアは変動した．家

郷棉は紡績に適した棉花であり，その多くは武昌紡績で消費され，裡河棉は典型的な在来種棉

花であり，手紡に適した棉花であった１３）．

棉花の価格帯は質によって決まり，黄金期直前には以下のように順位付けされていた．

陝西棉＞沙市棉≒老河口棉＞家郷棉＞裡河棉（以下では，この順位付けを常態と呼ぶ．）

一般的に，米国種棉花は在来種棉花より担当たり一割程度高価格であった．在来種と米国種

を含む沙市棉・老河口棉の価格は米国種棉花のシェアが増加すると陝西棉の価格に近づき，在

来種棉花が増加すれば家郷棉，裡河棉の価格に接近した．

漢口の棉花輸移出量は，１９１０年代末に１００万担に達し，黄金期の１９２０年（４１万担），１９２１年（６４

万担）には一時的に減少したが，１９２３年以降１００万担に回復した．先に見た日本の中国棉花輸

入量と同様の傾向にあった．

以上を踏まえて，漢口市場における棉花価格を検討していこう．図１と図２は１９１８年１０月か

ら１９２３年１０月までの期間の沙市棉の価格と他四種の棉花価格を比較したものである．先ず，図

１を用いて陝西棉と裡河棉と沙市棉を比較してみよう．１９１８年１０月から１９１９年末まで，３種の

図１ 漢口における陝西棉と沙市棉と裡河棉の価格 （単位＝両）

出所：「漢口棉花綿糸布市況」『月報』第３１４号～第３７４号（１９１８年１０月から１９２３年１０月）より作成．
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棉花価格は常態にあった．しかし，１９１９年末以降，それぞれの価格は常態にはなく，陝西棉は

常に上位にあったものの，沙市棉は裡河棉価格に接近するか，もしくは，裡河棉価格より低位

を推移していることもあった．こうした状況は１９２１年１０月頃まで続き，１９２２年以降，数回の常

態の崩れを別にすれば，再度常態に戻ったといえる．

次に，図２を用いて老河口棉と家郷棉と沙市棉を比較してみよう．家郷棉は紡績業向けの良

質な在来種棉花であったため，米国種棉花価格に接近した価格帯にあった．１９１９年初頭までは

常態にあったが，それ以降沙市棉価格が低位を推移している．老河口棉も沙市棉ほどではない

にしろ，家郷棉より低位にあった月もある．こうした状況は，１９２１年まで続き，それ以降，数

回の常態の崩れを別にすれば，各棉花価格は常態を維持していた．

図１と図２の考察より，１９１９年末から１９２１年までの約２年間，沙市棉の価格はその前後とは

明らかに異なる趨勢を示していた．沙市棉の価格は家郷棉だけでなく典型的な在来種棉花で

あった裡河棉より低い月もあった．つまり，沙市棉は在来種棉花の価格に接近していたのであ

る．

以上のような漢口市場における棉花価格の変化は，先に指摘した日本市場・国内市場の変動

に加えて，もう一つの要因があった．漢口市場における脱脂綿や布団等の中入用向け棉花需要

の拡大である．１９１７年まで中入用向けの棉花は天津から日本に輸出されていた．しかし，１９１９

年の華北の作柄不良によって，生産量と輸出量が激減したため，１９１９年に初めて漢口から中入

用の棉花として裡河棉等が日本市場に輸出された１４）．輸出された棉花は低廉であったため，こ

れ以降輸出は拡大し，中入用の在来種棉花のみの輸出量は，１９１９年に３，８００担，１９２０年に１万

図１ 漢口における老河口棉と沙市棉と家郷棉の価格 （単位＝両）

出所：「漢口棉花綿糸布市況」『月報』第３１４号～第３７４号（１９１８年１０月から１９２３年１０月）より作成．
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２千担，１９２１年に３万１千担，１９２２年に３万担であった１５）．つまり，黄金期に，漢口市場では

新たに中入用の在来種棉花の需要が生じていたのである１６）．

最後に，本節をまとめておこう．

日本市場は，黄金期直前の１９１８年に一時的に中国棉花の需要を高めたけれども，黄金期には

インド棉花・アメリカ棉花価格の崩落によって，長繊維棉花はアメリカ棉花，短繊維棉花はイ

ンド棉花に依存するようになった．特に黄金期の１９１９年～１９２１年には，日本の中国産米国種棉

花の需要は減少していた．国内市場では，黄金期における紡績業の量的発展によって，短繊維

棉花需要が拡大し，また，日本市場においても中入用の原料として短繊維棉花需要が生じてい

た．

日本向け米国種棉花輸出が減少すると同時に国内外の在来種棉花需要が拡大した時，漢口の

各種棉花価格の序列は崩れ，沙市棉は在来種棉花の価格水準に接近していたのである．では，

沙市棉価格の低値は，何を反映していたのであろうか．次節では，沙市市場の棉花取引に注目

して，沙市産棉地帯の置かれた状況について考察したい．

第２節 沙市における棉花の買付と産棉地帯の変化

（１）沙市市場の棉花取引

①１９１８年度までの棉花生産と取引

先ず，黄金期以前の沙市の棉花生産について概観する．沙市は清代以降，湖北省の重要な土

布生産地であると同時に産棉地帯であり，非産棉地帯向けにも棉花が大量に移出されていた．

こうした沙市の棉花生産は，１８９０年代の日本向け輸出の開始以降，紡績業との関係を強めてい

くこととなった．そして早くも１９００年代初頭には，短繊維種の在来種棉花に加えて，長繊維種

の米国種棉花の生産が開始された．

沙市産棉地帯の米国種棉花の作付けは，湖広総督張之洞による長繊維種の種子の配布によっ

て開始され，１９１０年代に拡大に転じた．こうした拡大の背景には日本紡績業からの強い要請を

受けて行われた日本商社の産地買付があった１７）．

沙市の米国種棉花生産量は，１９１５年には在来種棉花の生産量を上回り，１９１７年には，

「出廻高 昨年度（１９１７年，筆者注）棉花ノ沙市ニ出廻ル見込数量ハ約十一万担ニシテ其内

訳ハ公安縣七万担，石首縣一万担，松滋枝江宜都江陵當陽ノ諸縣ヨリスルモノ三万担位ナル

ヘシ尚公安，石首其他ノ縣ヨリ沙市ヲ経由セスシテ直接漢口ニ移出スルモノ約六万担アリ而

シテ右合計十七万担ノ内土花ハ二割洋花ハ八割ヲ占ム洋花ノ出廻リノ増加セシハ近年ノコト

ニシテ数年前ヨリ邦人棉花商カ當地ニ出張所ヲ設ケ競争的ニ洋花ノ買収ニ力メ価格亦年々騰

貴シタル結果其ノ栽培面積ヲ増加シ以テ今日ノ如キ盛況ヲ見ルニ至レリ」１８）

とあり，出廻高だけを見れば，在来種３万４千担，米国種１３万６千担であり，米国種棉花が多
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くを占めるようになっていた．これは，上記の史料にも指摘されているように，日本商社の米

国種棉花買付け，価格高騰による米国種棉花の栽培面積の拡大と在来種から米国種への作付け

転換が要因であった．

例年の各種棉花の生産量は，米国種が１３．５～１５万担，在来種が８．５～１０万担であった１９）．一

般的に米国種棉花の主要な産地は公安・石首・監利・江陵・潛江であり，各産地の米国種と在

来種の最大生産量は約２０万担であった．また，各産地から漢口に集荷される量は１０万担，沙市

における消費額は少量，沙市から輸移出される量は１０万担であった．一方，在来種棉花の主要

な産地は松滋，枝江，宜都，江陵であり，各産地の米国種と在来種の最大生産量は約１３．５万担

であり，大部分は各産地から直接民船によって四川省に輸送された．各産地から沙市に集荷さ

れた１万担の内，約１，３５０担が蒲団棉や中入棉として消費され，約８，５００担が国内市場，主とし

て四川向けに移出されていた．

沙市における棉花商人は日本商人と中国商人であり，米国種の約６～７割を日本商人が取扱

い，在来種の約８～９割を中国商人が取引していた２０）．こうした取引商人の違いは輸送手段に

も現れた．

「其輸送ハ洋花ハ大部分日清汽船会社所属船ニ由リ（是レ一ハ洋花ノ輸出ハ大部分邦商ノ取

扱ニ係ルト一ハ保険ノ関係上本邦船ニ由ルヲ便トスルニ依ルモノナリ）土花ハ邦商取扱ノモ

ノヲ除クノ外全部民船ニ由ル」２１）

とあるように，日本商人，中国商人はともに日本市場向けであった米国種棉花を汽船によって

下流域に輸送した．日本商人は，産地で買付けた棉花を漢口に直接輸送する場合もあれば，沙

市に輸送する場合もあり，後者の場合は日清汽船によって沙市から漢口に輸送した．また，国

内市場向けであった在来種棉花の多くは中国商人によって民船で四川省や湖南省等への消費地

に輸送された．

１９１７年までの米国種棉花生産の拡大を受けて，１９１８年も市況は盛況に開始された．新棉出廻

り期にあたる９月，１０月には沙市棉花価格は「未曾有の高値」を付け２２），９月から１０月までに

７万５千担が漢口に移出された２３）．しかし，１１月以降，沙市棉花価格はアメリカ棉花暴落の影

響を受け，下落傾向に転じ，１１月中旬から１２月までの買約出来高は，６千担にまで減少した．

さらに，アメリカ棉花の暴落は上海・漢口における棉花相場も下落させ，一時的に取引を見合

わせる商人もあった．

１９１９年１月には沙市棉花価格は回復する一方で契約量は減少したが，１９１８年末に契約されて

いた棉花が到着し，予定通りの取引が行われた．２月には１月の棉花価格の高騰を受けて沙市

に集荷される棉花は減少したが，２月下旬から棉花価格は下落し，取引が回復した．３月と４

月の取引は安定していたが，５月の棉花価格の高騰によって，取引は休止した．１９１９年１月～

５月までの契約高は約６千担であり，産地における現存高は６千担に達した．５月以後棉花価

格はさらに暴騰し取引は停止した．この期間に汽船で漢口に移出された棉花は２万４千担であ
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り，前年の分も含めて１０万担に達し，他に９千担が民船によって輸送された２４）．

１９１９年の５月までの取引は順調ではなかったが，１９１９年の棉花の植え付け段別は，前年より

米国種棉花が約５割，在来種棉花が約２割増加したという２５）．

②黄金期以降の棉花取引

このような状況は１９１９年の凶作を期に一変した．棉花耕作地は増加したが，降雨と洪水の被

害によって，生産量は激減したのである．在来種棉花の生産量は３．５万担で全て四川方面に移

出され，米国種棉花の生産量は７万担で全て漢口・上海方面に移出された２６）．１９１９年の各商人

の取引量は，日本商人が米国種棉花を３万担，中国商人が米国種棉花を２万担，在来種棉花を

２．５万担買付けていた２７）．例年であれば，沙市で買付けられ漢口・上海に移出された米国種棉

花はさらに日本向けに輸出されたが，１９１９年９月以降日本向けに輸出されなくなった２８）．

この理由として，米印棉の割安，銀塊高騰による為替不利等が挙げられているが２９），この点

に加えて，中国紡績及び上海・漢口の中国商人による買付高の激増，つまり国内市場における

棉花需要の拡大がもう一つの重要な要因であり，１９１９年９月を境に，沙市棉花は国内市場向け

に転じたのであった．しかし，黄金期に生産量の拡大した綿糸は太糸であったため，細糸生産

向けの米国種棉花の需要は限定的であった．

１９１９年度の沙市市場の状況に関して，

「当地市場並ニ各産地ニ於ケル相場ハ常ニ高値ヲ唱ヘ漢口及上海乃至本邦ニ於ケル相場ト伴

ハス是レ地方作柄ノ不況ナリシト漢口，上海及四川方面ノ支那商カ先高見越ノ下ニ続々産地

ニ入込ミ多額ノ買付ヲ為シタルニ依ルモノナリ殊ニ土花ハ四川方面ニ於ケル需要夥多ニシテ

（是レ前年度中兵乱ノ為四川ヘノ運輸途絶シ居リシ結果ナリ）供給之ニ伴ハサリシニ依リ暴

騰ニ暴騰ヲ重ネ常ニ漢口相場ニ比シ三両乃至五，六両ノ開キヲ存セシヲ以テ遂ニ邦商ノ覬覦

ヲ許ササリキ尚支那商人ニヨリテ下流筋ニ仕向ケラレタルモノ皆無ナルノミナラス却テ漢口

方面ヨリ四川方面ニ向ケ上江セラレシモノ少カラス」３０）

とあるように，国内市場，特に四川市場向けに転じた在来種棉花が多かったようである．

１９２０年９月の新棉出廻り時期を迎えても，沙市棉花市場の不況は続いていた．米棉・印棉の

大豊作による暴落や上海・漢口・日本も前年物の棉花をもてあましていたため，日本商人，中

国商人は「形勢観望手控え中」であった３１）．

また，１９２０年の作柄は不良であった上に，漢口・上海等の主要市場における棉花相場が異常

な低廉さを示し，さらに四川との交通が殆ど途絶され，沙市の棉花市場は不況であった．ただ，

在来種棉花だけは，湖南方面の需要に供給され，さらに四川との交通の回復を見越した中国商

人によって思惑買いされたため，取引は活発であった．

一方，米国種棉花の取引は停滞し，１９２０年９月から１１月までの取引高は僅か３，５００～５，０００担

であり３２），例年同期の取引高と比較すると急減していた．漢口・上海方面に汽船によって輸出
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された棉花は１０月末までに４千担に達せず，前年同期に比較して四分の一，前々年に比較して

五分の一であった３３）．

１９２０年１１月以降も取引は停滞し，１１月から１月までの米国種棉花の取引高は約３，５００担であっ

た３４）．一方，在来種棉花の取引高は１万７千担に達し，四川方面及湖南方面に需要されてい

た．１９２０年１１月から１９２１年１月までの米国種棉花の漢口方面への輸出量は，汽船によるものが

４，５００担，民船によるものが１，０００担であり，その内日本商人が取り扱った米国種棉花は４，５００

担であり，これほど少量の取引しか行わなかった年はなかったとされる３５）．

１９２１年には７月に大洪水が発生し，平年産額の１０分の１前後にまで落ち込んだ地域もあった．

さらに，７月下旬には湖南，湖北両軍の戦闘が始まり，次いで四川・湖北両軍の交戦によって

棉花の出廻りはさらに不安定さを増し，取引は停滞した．そのため，１９２１年１０月までの日本商

人の取引高は１００担にも満たなかった３６）．

１９２１年１０月以降，両湖及び四川の戦闘は休止したが，１９２１年度の棉作は２～３割作の凶作で

あり，取引は閉塞感があったという．特に１１月中旬以降またしてもアメリカ棉・インド棉の大

暴落と金融の閉塞によって，上海・漢口相場が大暴落したため，取引が休止した．９月以来の

日本商人の買付額は，１９１８年同期が４万担，１９１９年同期が１万８千担，１９２０年同期が６千担で

あったのに対し，１９２１年は千担弱にまで落ち込んだ３７）．

こうした状況は継続し，１９２１年１０月から１９２２年４月までの沙市の市況は「沈滞不振」とさ

れ３８），１９２２年５月～７月までの沙市の棉花市場では「在荷皆無」という有様であった．しか

し，１９２２年にようやく過去三年間続いた不作の状態を脱し，作柄は６分作程度にまで回復し

た３９）．１９２２年の９月以降沙市棉花市場は復興し，その多くは国内市場向けに移出され，上海の

各紡績工場や漢口の裕華，申新紡績において消費された４０）．

以上の検討を通して，以下の４点が指摘できる．第一に１９１９年９月以降，沙市産の米国種棉

花が日本向けに輸出されなくなったこと，第二に日本商社による沙市での棉花買い付けが激減

していたこと，第三に黄金期の沙市産棉地帯の多くは不作であったこと，第四に漢口向けを除

くと沙市に集荷された棉花の多くが四川や湖南の国内市場向けに移出されていたことである．

つまり，黄金期に沙市産棉地帯は不作であり続け，また，沙市棉に求められた棉質が変化して

いたのである．こうした変化の中で，沙市の棉花生産はどのように対応したのか，次項では日

本商社の棉花買付けの変化と沙市棉花の価格に注目して検討したい．

（２）棉花価格と棉花生産

先述したように，１９１９年９月から日本向けに輸出される沙市の米国種棉花は急速に減少した．

そこで，日本商社が沙市市場で買付けた棉花について，検討していきたい．

表３は，沙市から漢口へ汽船輸送された棉花の移出量を示したものである．先述したように，

沙市から汽船輸送された棉花の多くは日本商人が買い付けた米国種棉花であった．棉花の取引
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では，棉花年（９月１日から翌年の８月３１日）が採用されるので，本表もそれに準じている．

全ての月の移出量が網羅されているわけではないが，１９２２年度を除き，各年度の傾向は読み取

れるであろう．黄金期以前のピークであった１９１８年度には出廻り期より順調に取引が開始され

６万担の棉花が移出された．しかし，１９１９年度９月の移出量は前年より半減し，総移出量も２

万担以上の減少を示し，１９２０年度には１万担を切っている．１９２１年度には回復を見せたが，移

出量は１９１８年度の三分の一程度であった．また，黄金期には汽船を用いて漢口へ在来種棉花を

輸送する中国商人も現れていたため４１），全ての数字が米国種棉花の移出量を表すのではないが，

米国種棉花の移出量が確実に減少していたことがわかる．

日本向け米国種棉花輸出の減少は，棉花の取引形態にも顕著にあらわれた．黄金期以前は日

本商社の多くは米国種棉花の買付けの際に，産地買付を選択したが，１９１９年以降，産地買付で

はなく沙市の花行からの買付が選択され始めた．例えば，１９２０年の９月から１１月の米国種棉花

の取引量は約３，５００～５，０００担であり，産地買付された棉花は約２，５００～２，６００担であった．一方，

日本商人と当地の花行との間で行われた取引は千担程度であった４２）．花行からの買付けが拡大

し，沙市に店舗を有する花行に手付金を交付して，先物契約が行われるようになったのである．

日本商社の産地買付による米国種棉花の取引の減少は，米国種棉花と在来種棉花の価格に大

きな影響を与えた．表４は１９１８年末から１９２２年までの沙市の棉花価格を表したものである．『通

商公報』では米国種の価格が在来種の価格よりも高価にあることが普通であったことが何度も

指摘されている４３）．しかし，表より１９１９年９月から少なくとも１９２１年９月まで，在来種の方が

米国種よりも高値にあったことがわかる．さらに，１９２２年６月頃の状況を表す資料にも在来種

棉花の相場は米国種棉花より１～２両高であったことが指摘されている４４）．ただし，１９２２年の

９月には再び米国種が在来種の価格を上回り，常態に復していた．

つまり，沙市市場では，黄金期にあたる１９１９年９月から１９２２年６月まで在来種が米国種の価

格を上回り，特殊な状況にあったのである．こうした棉花価格の逆転は産棉地帯における棉花

出所：「沙市地方特産物輸出状況」『通商彙纂』第７７５号（１９２０年１０月２５日），２４７３頁．「沙市地方ニ於ケル
棉花状況」『通商公報』第７２８号（１９２０年５月２０日），６７７頁．「沙市棉花市況」『通商公報』第７８７号
（１９２０年１２月２日），２９０１頁．「沙市棉花市況 十一，十二及一月」『通商公報』第８１８号（１９２１年３
月２４日），９０４頁．「沙市棉花商況 十，十一月」『通商公報』第９０２号（１９２２年１月９日），２７頁．「沙
市棉花商況（自大正十年十二月至同十一年四月）」『通商公報』第９５２号（１９２２年６月１９日），１１頁．
「沙市地方特産輸出状況」『通商公報』第９８６号（１９２２年１０月２日），１７頁．

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 計

１９１８年度５，３４４１６，４９０１５，４０１１０，６１１６，３１１１，０１７１，９８２ n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. ５７，１５５

１９１９年度２，５７６１３，０２８８，３２０３，７８９３，１６１１，０４６ ３２３，０６９１，３４１ ２３８ １２１ １１３３６，８３３

１９２０年度 ７３６３，４２２２，７７０ ９９０ ９９７ n.a. n.a. ５４ １３１ ２９３ ２６３ ９０ ９，７４７

１９２１年度 ６３０１０，４６７４，８５６ １４６ １０６ ４９１，８０９ ６１４ ２９ ６５ ５９ n.a. １８，８３０

１９２２年度 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. ２８１ n.a. n.a. n.a. ２８１

表３ 沙市から漢口に汽船輸送された移出量 （単位＝担）
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出所：「沙市棉花商況」『通商公報』第５８７号（１９１９年１月２３日），１６３頁．「沙市に於ける棉花商況」『通商
公報』第６３９号（１９１９年７月２１日），２１７頁．「沙市に於ける新棉花初相場」『通商公報』第６５７号（１９１９
年９月１８日），８３５頁．「沙市地方ニ於ケル棉花状況」『通商公報』第７２８号（１９２０年５月２０日），６７６
頁．「沙市棉花市況」『通商公報』第７８７号（１９２０年１２月２日），２９０１‐２９０２頁．「沙市棉花市況 十
一，十二及一月」『通商公報』第８１８号（１９２１年３月２４日），９０４頁．「沙市地方に於ける棉花収穫並
市況」『通商公報』第８８３号（１９２１年１０月２７日），２３頁．「沙市棉花商況 十，十一月」『通商公報』
第９０２号（１９２２年１月９日），２６頁．「沙市棉花商況（自大正十年十二月至同十一年四月）」『通商公
報』第９５２号（１９２２年６月１９日），１１頁．「沙市棉花状況」『通商公報』第９９４号（１９２２年１０月２６日），６
頁．「沙市に於ける棉花状況」『通商公報』第１０２４号（１９２３年１月２９日），２７頁．

棉花 在来種 米国種
１９１８年１１月 ３９．５
１１月末 ３５～３８
１２月前半 ３１．５～３４．５
１２月後半 ３２～３５
１９１９年１月 ３６～３７．８

２月 ３４．５～３７．８
３月 ３４．５
４月 ２９．５～３５
５月 ３１～３８

１９１９年９月頃 ３４
９月１５日 ４４ ３４
１０月１日 ４４ ３４
１０月１５日 ４４ ３６
１１月１日 ３８ ３８
１１月１５日 ３８ ３６
１２月１日 ３９ ３６
１２月１５日 ３９

１９２０年１月１日 ４１ ３７
１月１５日 ４１
２月１日 ４６ ３８
２月１５日 ４６
３月１日 ４４ ３８
３月１５日 ４２
５月初旬 ２４～２５

１９２０年９月５～６日 ２３．８
１０月中旬 ２６ ２４
１１月 ２４～２５
１２月 ２５

１９２１年１月 ２８ ２６
１９２１年９月中旬 ３４ ３２

９月後半 ４０ ３８
１０月中旬 ４８
１１月７日 ４３
１１月８日 ３６
１２月 ４２～４３ ４１

１９２２年１月 ４０～４１ ３９
２月 ４２．７～４３．７ ４１．７
３月 ４５．８～４６．８ ４４．８
４月 ４７．８～４８．８ ４６．８

１９２２年９月 ３１～３６ ２９～３４ ３１～３６
１１月下旬 ３４～３５ ３６～３７

表４ 沙市市場における各種棉花価格 （単位＝両）
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生産に影響を与えた．沙市の産棉地帯は，１９１８年までの米国種棉花の高騰によって米国種棉花

生産を拡大させていたが，黄金期における両棉花の価格の逆転が米国種棉花生産から在来種棉

花生産への転換を促していたと思われる．

花行を介した取引と米国種棉花生産の衰退は約２～３年間続いたが，１９２２年には産地買付が

再開された４５）．この要因として，花行との先物契約の多くが，契約不履行に終わったこと，手

付金の回収が困難であったことが挙げられている４６）．しかし，こうした取引上の問題は，１９世

紀以来たびたび指摘され，日本商社も強く認識しており，この時期に改めて強調されるべき問

題ではないはずである．そもそも，日本商社が産地買付をおこなった要因は米国種棉花を買付

けることであった．そのため，産地買付の再開は，１９２２年以降米国種棉花の買付が再開された

ことを示し，さらに，米国種棉花生産が拡大に転じることを示しているのである．このことを

裏付けるように，１９２２年の９月以降，産地買付の開始とともに米国種が在来種の価格を再び上

回ると，在来種棉花の栽培が減少する一方で，米国種棉花栽培が再び拡大に転じていたことが

指摘されている４７）．

（３）小括

では，本節を終えるに当たり，沙市産棉地帯で見られた米国種棉花の１９１８年までの拡大，１９１９

年から１９２２年の縮小，１９２３年以降の拡大という現象は，沙市産棉地帯にだけ起きたのか，それ

とも産棉地帯一般に起きていたのか，見ていきたい．

表５は，１９２１年から１９２３年における山東・山西・陝西の各種棉花生産量を示したものである．

山東省の産棉地帯では１９１０年代に在来種・米国種の両種の棉花生産を展開し，米国種棉花生産

が一定程度拡大していた．山西省・陝西省の産棉地帯は１９１０年代に形成され，その多くは米国

種棉花生産に特化し，特に，陝西省で生産された米国種棉花は陝西棉という商標で中国最良質

の棉花として知られていた．こうした１９１０年代までの状況を踏まえて，１９２０年代初頭の状況を

検討すると，山西省では，在来種棉花が米国種棉花の生産を上回っていた．このことは，黄金

出所：華商紗廠聯合会棉産統計部編『民国十年棉産調査報告』６－２２頁．同編『民国十一年棉産調査報告』
７－３８頁．同編『民国十二年棉産調査報告』１３－７１頁．

省名 棉種
１９２１ １９２２ １９２３

生産量 棉田面積 生産量 棉田面積 生産量 棉田面積

山東
在来 ２９２ ２２８１ ９９９ ３５１１ １３７５ ３６４０

米国 １２ ５２ ７ ２４ １３ ３７

山西
在来 １４４ ４８３ １５６ ８０５ １８６ ７５０

米国 １０５ ２１２ ８ ３４ ４５ １２６

陝西
在来 ２ １１ ５９ １８４ ３９ １４４

米国 ４２８ ２３９４ ４１８ １６８４ ４２３ １４９８

表５ 各省の各種棉花生産量と生産面積 （単位＝生産量は千担，棉田は千畝）
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期における在来種棉花需要の拡大を反映していると思われる．また，山東省も同様のことがい

えるであろう．陝西省の棉花は中国で最良質の米国種棉花として知られ，１９１０年代においても，

上海紡績業の２０番手以上の綿糸生産に使用されていた．そのため，黄金期においても米国種棉

花生産が維持されていたと思われる．

表の出所の編集者である華商紗廠聯合会棉産統計部も指摘しているように，この時期の統計

には多くの誤植があり，全ての数字を鵜呑みにすることはできない４８）．しかしながら，１９２２年

における米国種棉花の減少と１９２３年の拡大は３省に共通していた．このことは，沙市で見られ

た現象が，中国の各地域でも同様に見られた一般的な現象であったことを示唆していると思わ

れる．

おわりに

黄金期の国内市場における在来種棉花需要の増加と１９２０年前後の日本向け中国棉花輸出の減

少は，１９１９年から１９２１年の棉花市場に前後の期間とは異なる市場環境を作り出した．在来種棉

花需要の拡大と米国種棉花需要の減少が両棉花の価格を逆転させたため，揚子江中流域最大の

棉花集散地であった漢口市場における沙市棉価格は低水準を推移し，在来種棉花の価格水準に

接近していた．

１９１８年まで沙市の産棉地帯では，日本商社の産地買付によって米国種棉花生産が進展した

が，１９１９年９月以降，沙市から日本向けの米国種棉花輸出が途絶すると同時に産地買付は減少

した．こうした変化は沙市市場における棉花価格に反映された．１９１９年以前は米国種が在来種

より高価であったが，１９１９年９月から１９２２年６月まで在来種が米国種の価格を上回り，沙市産

棉地帯は１９１９年以前とは異なる市場環境に置かれたのである．そのため，産地買付の減少と米

国種棉花価格の停滞によって，沙市産棉地帯では，米国種棉花の栽培面積は縮小した．黄金期

の沙市では米国種棉花生産が生産されるための二つの条件が消滅し，再度，在来種棉花への作

付転換が進展していたのである．

しかし，１９２３年以降，再び米国種が在来種の価格を上回り，産地買付が再開されると，沙市

の産棉地帯では米国種棉花生産が再度拡大に転じた．沙市の米国種棉花生産は１９１８年までの拡

大，１９１９年から１９２２年までの衰退を経て１９２３年以降の再拡大を迎えたのである．

こうした米国種棉花生産の展開は，中国全体に適応できるものであるか，沙市産棉地帯特有

のものであったかは，資料の制約もあり，断定することは困難である．しかし，日本向け米国

種棉花輸出の減少と国内市場における在来種棉花需要の拡大は，沙市産棉地帯だけに限定され

た影響ではなく，その他の産棉地帯にも影響を及ぼしていたはずである．そのため，米国種棉

花生産の衰退は他地域でも起こっていたと推測される．表５からもこうした傾向は読み取れる．

また，起こっていたからこそ，先行研究では１９１０年代以前ではなく１９２０年代以降の米国種棉花
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生産の拡大が強調されてきたのであろう．

本稿が示した黄金期の棉花生産は，１９１０年代以前と１９２０年代以降の棉花生産の変容過程を結

びつけるものであり，棉花生産は，１９１０年代までの米国種棉花の拡大期，黄金期の米国種棉花

の衰退期，１９２０年代以降の米国種棉花の再拡大期の三期に時期区分することが可能である．そ

れぞれの時期で市場が求める棉花の種類に対応して棉花生産が展開していたことは，市場の変

動に対して小農が柔軟に作付転換を行っていたことを示しているのである．

註
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ず，基本的には自己および家族労働力のみをもって独立した農業経営を行う小農が，支配的な
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The fluctuation of the cotton market and the response in the cotton-producing

districts in Shashi in the beginning of the 20th century

Masataka Setobayashi＊

Abstract

The aim of this article is to consider the changes occurring in cotton-producing districts

during the heyday (1919-21) of China’s spinning industry. It is clear that the spinning

industry started to produce higher quantities of yarn beginning in the 1920s and there was

a rich harvest of long-staple cotton (called “American cotton”) in China.

However, as my previous paper indicates, cultivation of American cotton, which was

produced for the Japanese market, started in the cotton-producing districts of North China

and the middle Yangtze Valley by the 1910s. Especially in Shashi (Hubei province), more

than fifty percent of cotton produced by around 1915 was American cotton.

The reasons for the expansion of American cotton production were that Japanese

trading companies bought raw cotton directly from farms, and that the price of American

cotton was higher than that of native cotton.

Though the production of American cotton increased in Shashi by the end of 1910s, the

market environment changed between 1919 and 1921. Spinning industries developed

rapidly, increasing demand for raw cotton in China. As a result, the demand for the

domestic market increased. In addition to this, because they produced low count yarn, they

needed native cotton instead of American cotton. This caused the cultivation of American

cotton to decrease.

From this we can see that the market environment changed for the farmers and that

they were able to rapidly adapt to that fluctuation.
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China, Shashi, cotton market, American cotton, peasant,
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